
昭

和

二

十

五

年

十

二

月

二

日

受
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（
質
問
の 

二
二
）

答

弁

第

二

二

号 

    

衆
議
院
議
員
梨
木
作
次
郞
君
提
出
災
害
復
旧
費
予
算
を
め
ぐ
る
不
正
事
件
に
関
す
る
質
問
に
対
し
、
別
紙
答
弁
書
を
送

付
す
る
。 

内
閣
衆
質
第
二
二
号 

昭
和
二
十
五
年
十
二
月
二
日 

衆

議

院

議

長 

幣 
原 
喜 
重 

郞 

殿 

内
閣
総
理
大
臣 

吉 

田 
 

茂 

一 

 



 

三 

衆
議
院
議
員
梨
木
作
次
郞
君
提
出
災
害
復
旧
費
予
算
を
め
ぐ
る
不
正
事
件
に
関
す
る
質
問
に
対
す
る
答
弁
書 

一 

1 
石
川
県
が
、
政
府
に
申
請
し
た
同
橋
の
ジ
エ
ー
ン
台
風
に
よ
る
災
害
復
旧
費
の
全
額 

一
千
万
円 

2 

申
請
年
月
日 

昭
和
二
十
五
年
十
月
四
日 

3 

政
府
の
こ
れ
に
対
す
る
査
定
額
、
決
定
年
月
日
、
災
害
原
因
等
愼
重
調
査
の
要
が
あ
る
の
で
採
決
は
保
留
し
て
あ

る
。 

4 

調
査
に
出
張
し
た
者
の
氏
名
と
そ
の
報
告 

建
設
技
官 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

齊 

藤 

正 

男 

建
設
事
務
官 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

澁 

谷 

一 

友 

本
橋
は
、
指
定
府
県
道
鶴
来
小
松
線
中
手
取
川
に
架
設
さ
れ
た
三
経
間
よ
り
な
る
木
造
補
剛
構
吊
橋
で
、
橋
長
二
一
二
・
七 



米
有
効
幅
員
四
・
五
米
の
も
の
で
昭
和
九
年
の
出
水
に
よ
り
流
失
し
同
十
五
年
竣
功
し
た
も
の
で
あ
る
。
ジ
エ
ー
ン
台
風
に

よ
り
被
害
を
受
け
一
千
万
円
の
復
旧
費
で
国
庫
負
担
の
検
査
を
申
請
し
た
も
の
で
あ
る
が
、
十
一
月
十
一
日
午
前
十
時
頃
上

流
方
の
吊
線
が
全
部
切
断
し
又
は
緊
結
ク
リ
ツ
プ
が
飛
び
補
剛
構
及
び
床
構
は
墜
落
し
現
に
下
流
方
親
線
に
全
橋
が
ぶ
ら
下

つ
て
い
る
状
態
で
あ
る
。
本
橋
の
落
橋
原
因
に
つ
い
て
は
種
々
議
論
も
あ
る
の
で
愼
重
調
査
す
る
必
要
も
あ
る
の
で
採
択
は

保
留
し
て
来
た
。 

二 

石
川
県
天
狗
橋
損
壞
に
よ
る
往
来
妨
害
致
死
傷
罪
容
疑
事
件
の
搜
査
進
行
状
況
に
つ
い
て 

3 

石
川
県
金
沢
土
木
出
張
所 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

技
師 

今
西 

 

三
郞(

二
七) 

2 

石
川
県
金
沢
土
木
出
張
所
長 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

島
倉 

 

武
男(

三
九) 

1 

石
川
県
土
木
部 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

道
路
課
長 

竹
島 

 

淸
一(

四
五) 

十
一
月
十
一
日
石
川
県
鶴
来
町
警
察
署
管
内(

自
治
体)

に
発
生
し
た
標
記
事
件
に
つ
い
て
は
、
同
町
公
安
委
員
会
の
要

請
に
基
い
て
国
家
地
方
警
察
石
川
県
本
部
は
こ
れ
を
応
援
し
搜
査
に
当
つ
て
い
る
が
現
在
ま
で
検
挙
取
調
べ
た
も
の
は 

四 

 



9 

土
木
請
負
業 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

迎
山 

初
三
郞(

五
五) 

8 

同
右 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

取
締
役 

小
林 

 
 

淳(

三
二) 

7 

宮
竹
組 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

專
務
取
締
役 

金
山 

 

岩
松(

四
一) 

6 

同
右 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

雇 

松
野 

 

二
朗(

二
一) 

5 

同
右 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

雇 

山
森 

 

郁
夫(

二
三) 

4 
石
川
県
金
沢
土
木
出
張
所 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

臨
時
雇 

宮
川 

 
 

勉(

二
二) 

の
九
名
で
、
い
づ
れ
も
災
害
に
よ
る
国
庫
補
助
金
を
う
る
目
的
で
共
謀
の
上
昭
和
二
十
五
年
十
一
月
十
一
日
石
川
県
能
美

郡
山
上
村
字
岩
本
と
同
県
石
川
郡
鶴
来
町
地
内
の
県
道
に
ま
た
が
る
天
狗
橋
を
損
壞
の
上
墜
落
さ
せ
死
傷
者
十
名
を
出
し

た
容
疑
に
よ
る
も
の
で
、
罪
名
は
往
来
妨
害
致
死
傷
罪
で
あ
る
。
そ
の
後
小
林
淳
は
十
一
月
十
七
日
、
今
西
三
郞
は
十
一
月

十
八
日
、
金
山
岩
松
、
宮
川
勉
、
山
森
郁
夫
、
松
野
二
朗
、
島
倉
武
男
及
び
竹
島
淸
一
は
十
一
月
二
十
日
そ
れ
ぞ
れ
身
柄
と

共
に
金
沢
地
方
検
察
庁
に
送
致
し
、
検
事
に
引
継
ぎ
迎
山
初
五
郞
は
十
一
月
二
十
八
日
逮
捕
し
た
も
の
で
現
在
鶴
来
町
に 

五 

 



 

六 

お
い
て
取
調
中
で
あ
る
。 

な
お
宮
川
勉
、
松
野
二
朗
は
十
一
月
二
十
四
日
一
応
釈
放
さ
れ
、
金
山
岩
松
は
十
一
月
二
十
一
日
金
沢
地
方
検
察
庁
に 

お
い
て
取
調
中
発
病
し
た
の
で
釈
放
し
、
現
在
金
沢
医
大
に
入
院
中
で
あ
る
が
、
そ
の
他
の
者
は
十
一
月
二
十
八
日
逮
捕

し
た
迎
山
初
三
郞
を
除
い
て
い
ず
れ
も
検
事
拘
留
と
な
り
現
在
取
調
続
行
中
で
あ
る
。 

三 

災
害
復
旧
費
査
定
の
方
針
と
そ
の
基
準 

災
害
復
旧
費
査
定
の
方
針
と
そ
の
基
準
に
つ
い
て
は
、
昭
和
二
十
五
年
法
律
第
一
八
九
号
昭
和
二
十
五
年
度
に
お
け
る 

災
害
復
旧
事
業
費
国
庫
負
担
の
特
例
に
関
す
る
法
律
に
準
拠
し
て
執
行
し
て
い
る
。 

す
な
わ
ち
、
災
害
の
原
因
は
、
暴
風
、
洪
水
、
高
潮
、
地
震
等
の
異
状
な
天
然
現
象
に
よ
り
生
じ
た
災
害
を
採
択
し 

査
定
は
、
原
則
と
し
て
、
原
形
に
復
旧
す
る
限
度
と
し
、
但
し
、
原
形
復
旧
が
著
し
く
困
難
又
は
不
適
当
な
場
合
は
、
こ

れ
に
代
る
べ
き
必
要
な
施
設
を
な
し
う
る
こ
と
と
し
、
基
準
は
一
箇
所
の
工
費
十
五
万
円
以
上
の
も
の
に
限
つ
て
い
る
。 

右
答
弁
す
る
。 




